
一般社団法人　兵庫県理学療法士会

理学療法講習部

開催日時 令和7年5月20日（火）　19時30分～21時00分

開催場所 オンライン（Zoom）

出席者 山内、山本、石橋、落合、菅野、藤井、藤

欠席者 森

記録者 山本

議題１ 基本的理学療法について

議題２ AIに関する講習会について

議題３ ウィメンズヘルスに関する講習会について

議題４ 部員の増員について 

【内容】

標題の内容について以下の内容が報告された。

5/12より5月12日から４週連続配信予定。

【決定事項】

今後、基本的理学療法を進めていくのか否かについて部員から担当理事に対し質問があった。理事会で検

討することについては、学術局案件として動きが止まっているが、今後の動きについては会長に戻して検

討する方向と担当理事より回答がなされた。また、方向性については決まり次第、お知らせしてもらうこ

ととなった。

【内容】

講師候補者、内容を検討ことについて、担当部員より以下のような報告がなされた。

・県内ではAIの研修会多くなっているため、差別化する講師検討中。

・以前挙がっていた情報系、医療AI、リハビリ系で人選する予定。

【決定事項】

情報系の講師の場合の講師謝金については、PT以外の謝金設定で支出可能であると確認された。

＜意見交換＞ChatGPTを病院施設で検討するが、金額的に導入が難しい状況について意見交換された。

【内容】

標題について進捗の報告がなされた。

講師依頼済みであり、今後は広報のためのポスターを作成して行く予定。

テーマ：「基礎から学ぶ産科婦人科領域の理学療法」

開催日時：2026年2月1日（日）オンライン

①産科婦人科学の基礎（仮）

②妊婦に対する理学療法の基礎と臨床（仮）

③産後女性に対する理学療法の基礎と臨床（仮）

　
【決定事項】

各部員は、講習会当日の運営のために日程確認しておく。



議題５ 理事会で検討してもらいたい内容

【内容】

標題の内容について、以下のような報告があり、増員人員についての意見交換と承認が行われた。

・藤理事のご尽力により講習部員を２名増員が決定した。

・兵庫医大の療法士より1名の立候補があった。研修会運営等の協会の活動について非常に前向きな姿勢を持ってい

る人物である。

候補者1：兵庫医科大学病院　PT　30歳代歳男性　15年目　認定資格：物理療法・呼吸・脳卒中　病院ではがんリハ

を専門。

・もう１名は、推薦もしくは公募で募集を検討したい。候補者は、臨床、教育施設からバランスよく選定していきた

いため、教育施設から推挙してもらいたい。

【決定事項】

部員の増員について、候補者１の方については、承認が得られた。もう1名は、教育施設から選出することとし、公

募することとなった。意見交換では、教育施設からの人選は難しい可能性も示された。

【内容】

業務効率化のために以下の内容を協会（県士会）本部事務局に提言したい内容について説明があり、協議された。

１．以下の内容を協会本部事務局で行うことはできないか。

　①各講師情報の確認（役職、協会番号、認定・専門の有無、公文書の有無など）

　②公文書の発行と送付

　③フライヤーの作成

　④講習会終了後の履修登録の手続き

2．Canva、ブラストメール、HPTAメール等を部長以外も扱うことができるようにできないか。

3．マニュアルの作成、業務分担などに取り組んでいるが、それでもやはり業務終了後の時間や休みの日のかなりの時

間を準備に費やしており、家庭生活や通常業務に支障をきたしている状態である。せめて、予算の中に「準備費経

費」 として予算案に計上したい。もちろん具体的な基準は必要（準備に費やす時間を明確にするなど）



議題６ 認定カリキュラムの2026年度以降の方針について

【内容】

標題について2024年度実施の運動器の現状を振り返り以下の内容について、協議が行われた。

・2026年度の認定カリキュラムの増加の方向性とその分野。

・準備・運営にかかる負担の軽減について。

・効率化のためのマニュアルを作成について。

・9月締め切りまでのタイムスケジュールについて。

【決定事項】

藤理事より現状について回答された。

１．協会事務局での業務について

①各講師情報→事務局でしてもらえるように依頼中、進めている

②公文書→講師により書式（記載内容）が異なるため、事務局人員では対応が難しいと聞いている

③ポスター作成→Canvaを使用しなくてもよい、講習部で一律のデザインで作成するのも一案ではないか。

④履修登録手続き→相談してみるが、藤理事の方で担当者の負担を減らすための策を検討中

２．ブラストメール、HPTAメール→部員でも扱うことは、現在可能

　　Canva→共有することは難しい

3．「準備費」→準備にかけた時間を可視化するのが難しいことが実現化のハードル、何らかの対応を進めていきた

い。

＜意見交換＞

・フライヤー作成：広報部の部員との業務分担が可能ではないか

→広報部に業務を依頼できるのかは確認が必要、デザインは広報部まかせでよいのか

・公文書作成：テンプレートにより効率化が可能ではないか

・公文書送付：郵送が多い（病院長あてが多いため）

・休日業務内容：毎日1～2時間程度費やす状況、2週間前の準備（メール配信、資料配布、パワーポイント・QRコー

ド作成、等）、受講生とのメールのやりとり、慣れていないと時間を要する

→資料配布を辞めて当日配布にする、登録時の返信メールにURL（連絡事項）を入れておく、などを検討してみては

どうか

・事務局業務→事務局内業務の他、対外業務も行っている。人数は現在2名

引き続き、検討事項となった



議題７ 新人対象講習会について 

議題7

議題8

次回の予定 日時：

日時・場所 場所：オンライン(Zoom)

今後の予定

【決定事項】

運動器は継続申請となった。

新分野は、準備にかかる業務負担の大きさや収支のバランスを考慮すると、継続検討となった。

＜意見交換＞

開催の方向性について

・県士会の意向はどうなのか

　→会長の意向は、県内の取得者の増加、マイナー分野の提供の機会である

・会長の方針には賛同するが、労力が大きい。マイナー分野の開催となると、参加数も少なく収支もゼロもしくはマ

イナスになることも予想される。

・会長方針を踏まえると、県内受講者増加につながったか判定が必要。しばらく継続してはどうか

準備・運営にかかる負担の軽減について

認定プログラムの講義部分を協会提供にできないか→6月総会で意見提案は可能、担当理事を通じて、協会代議員の

理事へ意見書提出。

他プログラムもスタッフへの業務時間外の負担が大きい

業務量が多く片手間ではできず準備費、1件当たりの対価が必要→準備費の基準が必要

他の都道府県ではどうなのか→大阪では、研修センターが運営。

対面開催ではどうか→会場費、日程調整、運営費などオンデマンドではかからない予算が生じる

協議の結果、準備費を提案するには、業務の可視化が必要のため、担当より業務内容を具体的に挙げ、藤理事に伝え

ることとなった。

【報告事項】

【決定事項】

【内容】

標題についてアンケート結果の振り返りと次年度開催について検討が行われた。

開催から逆算して夏頃には契約を結びたいことから7月頃が期限。

【決定事項】

　脳卒中は、継続となった。

　運動器：他病院に次年度依頼を検討することとなった。

　＜意見交換＞

　　運動器内容：エコーは施設にないところもあるので、オーソドックスがものがよい

　　その他の分野としては、呼吸循環があり、兵庫医大が対応可能

【内容】

【決定事項】


